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延長 

 

 

４．５km

事業概要  

国道４号は、 東 京
とうきょう

都を起点とし、 郡 山
こおりやま

市、仙台
せんだい

市、盛岡
もりおか

市を経由し、青森
あおもり

市に至る東北地方全体の産

業・経済・文化の交流・連携を支える主要幹線道路である。 

鏡 石
かがみいし

拡幅は、福島
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町久来
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石
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～同町高久田
た か く だ

間において、交通混雑の解消、交通事故の減少等

を図るために計画された延長4.5㎞の４車線拡幅事業である。 
Ｈ１５年度事業化 Ｈ１５年度都市計画決定 Ｈ１９年度用地着手 Ｈ２１年度工事着手 
全体事業費   １１２億円 事業進捗率 ３４％ 供用済延長 ０．０km 
計画交通量  ３５，２００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体) 基準年  費用対効果 
分析結果 
 
 
 

(事業全体)  
    ３．０ 
(残全体)  
    ４．７ 

       70/109億円
事 業 費： 58/ 96億円
維持管理費： 13/ 13億円
 

331/331億円 
走行時間短縮便益：300/300億円 
走行経費減少便益： 21/ 21億円 
交通事故減少便益：9.6/9.6億円 

 平成２２年 
 
 
 

感度分析の結果  残事業について感度分析を実施 
【残事業】  交 通 量 変 動        ：B/C=4.8(交通量   +10%) B/C=4.5(交通量   -10%) 
        事 業 費 変 動        ：B/C=4.4(事業費   +10%) B/C=5.1(事業費   -10%)         
        事業期間変動        ：B/C=4.4(事業期間 +20%) B/C=5.1(事業期間 -20%)         
事業の効果等  

①市街地の交通の混雑緩和 
・福島県内の国道4号の中で最も高い混雑度（1.83）が鏡石拡幅の整備によって、充分な交通容量が確保さ

れる事で交通の円滑化が図られ、混雑の緩和が見込まれる。 
②交通事故の軽減と幅員狭小な歩道の解消による安全性の確保 
・東北六県の平均を上回る死傷事故率（約79件／億台キロ）の減少が期待される。 
③東北縦貫自動車道の代替路の確保 
・並行する東北縦貫自動車道では冬期の雪に起因する通行止めが発生しており、当該区間の整備により代

替路としての機能が向上し、広域幹線道路の自然災害等に対する信頼性が確保される。 
関係する地方公共団体等の意見  
 鏡石拡幅を含む国道４号の整備促進については、須賀川市長を会長として構成される福島県道路整備促進協
議会や白河市長を会長とした一般国道４号４車線整備促進期成同盟会より早期整備の要望を受けている他、多
くの団体から要望を受けている。 
県知事の意見：再評価について異議はありません。なお、更なるコスト縮減など総事業費の抑制に努めて下さ
い。 
事業評価監視委員会の意見  

対応方針（原案）どおり「継続」が妥当である。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  
 この事業の目的が失われるような道路交通状況の変化及び関連プロジェクト等の変更はない。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  
 事業進捗率３４％ 、 うち用地進捗率３９％ 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
 事業進捗に係る問題はない。 
施設の構造や工法の変更等  
・再生資材（再生砕石、アスファルト合材等）の活用を図り、コスト縮減を図る。 
・地下横断歩道の上屋形状を見直し、側面パネルを減らすことにより、コスト縮減を図る。 
対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由  
鏡石町における一般国道４号の交通混雑の解消、交通事故の減少等、早期整備の必要性が高い。 
また、地元自治体等からの事業促進の要望活動も強く行われている。 
 
 
 
 



事業概要図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 


